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チェック項⽬ はい いいえ ⼯夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容⼜は改善⽬標

①
利⽤定員が指導訓練室等スペースとの関
係で適切である

○
⼈数の多いクラスは広い部屋を使⽤して活動をし
ている。

② 職員の配置数は適切である 〇

③

⽣活空間は、本⼈にわかりやすく構造化
された環境になっている。また、障がい
の特性に応じ、事業所の設備等は、バリ
アフリー化や情報伝達等への配慮が適切
になされている

○

活動ごと場所を分ける、全体の流れや作業の⼿
順、活動の開始や終了等を視覚化する等、発達段
階に応じて⾒てわかる⼯夫につとめている。ま
た、保護者とも意図を共有している。

④
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる
環境になっている。また、⼦ども達の活
動に合わせた空間となっている

○

玩具の消毒を活動終了後に⾏い、⼦どもの⼈数や
状況に合わせ活動スペースを区切る等の⼯夫を
し、活動に必要な物だけを提⽰するようにしてき
た。

⑥

保護者等向け評価表により、保護者等に
対して事業所の評価を実施するととも
に、保護者等の意向等を把握し、業務改
善につなげている

○
⾯談⽇以外も意識して保護者と個別に話す時間を
設けたり、連絡帳を⽤いて保護者の思いを確認し
助⾔を⾏っている。

⑦

事業所向け⾃⼰評価表及び保護者向け評
価表の結果を踏まえ、事業所として⾃⼰
評価を⾏うとともに、その結果による⽀
援の質の評価及び改善の内容を、事業所
の会報やホームページ等で公開している

○

⑨
職員の資質の向上を⾏うために、研修の
機会を確保している

○
園内では、職員が交代で講師をしながら個々のス
キルアップに努めている。オンライン研修等も積
極的に受けるようにしている。

⑩
アセスメントを適切に⾏い、⼦どもと保
護者のニーズや課題を客観的に分析した
上で、児童発達⽀援計画を作成している

○
個々の特性や成⻑の具合を把握し、職員間でしっ
かり話し合いをしながら⽀援計画を作成し、ま
た、保護者の気持ちに沿った形で⾯談を⾏った。

⑫

児童発達⽀援計画には、児童発達⽀援ガ
イドラインの「児童発達⽀援の提供すべ
き⽀援」の「発達⽀援（本⼈⽀援及び移
⾏⽀援）」、「家族⽀援」、「地域⽀
援」で⽰す⽀援内容から⼦どもの⽀援に
必要な項⽬が適切に選択され、その上
で、具体的な⽀援内容が設定されている

○
⼦ども達が取り組みやすいような具体的な計画を
設定し、保護者にも実施することが分かり易く提
⽰されている。

⑬
児童発達⽀援計画に沿った⽀援が⾏われ
ている

○
クラス活動・個別活動の中で⽬標に合わせた⽀援
を取り⼊れている。

⽇々の反省時により丁寧に確認し、保護者とも
⽇々のやり取りで意識的に共有していく。
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⑮
活動プログラムが固定化しないよう⼯夫
している

○
ルーティン活動は、あえて固定化しその他は⼦ど
もに応じて興味、関⼼が持てるようなプログラム
を毎回⼯夫している。

⑯
⼦どもの状況に応じて、個別活動と集団
活動を適宜組み合わせて児童発達⽀援計
画を作成している

○ 個々に合わせた個別のプログラムを提供している

⑰
⽀援開始前には職員間で必ず打合せを
し、その⽇⾏われる⽀援の内容や役割分
担について確認している

○

毎朝全体で確認している。時間差で出勤する職員
にも伝達するため、打ち合わせノートを活⽤して
いる。バスの乗降⾞については全員でチェックを
している。

⑱
⽀援終了後には、職員間で必ず打合せを
し、その⽇⾏われた⽀援の振り返りを⾏
い､気付いた点等を共有している

○
活動終了後に全体の反省で他クラスの状況も把握
している。

時間がかかることがあるため効率的にかつ時間を
決め、記録の取り⽅も⼯夫が必要である。

⑲
⽇々の⽀援に関して記録をとることを徹
底し、⽀援の検証・改善につなげている

○
⽇々の記録を⾏い、⽀援計画作成時に記⼊内容を
振り返っている。また、⽀援内容に沿って記録を
取っている。

⑳
定期的にモニタリングを⾏い、児童発達
⽀援計画の⾒直しの必要性を判断してい
る

○

㉑
障害児相談⽀援事業所のサービス担当者
会議にその⼦どもの状況に精通した最も
ふさわしい者が参画している

〇

㉒
⺟⼦保健や⼦ども・⼦育て⽀援等の関係
者や関係機関と連携した⽀援を⾏ってい
る

〇
地域相談員が⼦育て⽀援センター、児童館、のび
すく等定期的に訪問を⾏っている

㉓

（医療的ケアが必要な⼦どもや重症⼼⾝
障がいのある⼦ども等を⽀援している場
合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教
育等の関係機関と連携した⽀援を⾏って
いる

〇
担当保健師、居宅介護⽀援事業所等と情報を共有
しながら⽀援を⾏っている

今後も、連携を取りながら⽀援をおこなっていき
たい

㉔

（医療的ケアが必要な⼦どもや重症⼼⾝
障がいのある⼦ども等を⽀援している場
合）
⼦どもの主治医や協⼒医療機関等と連絡
体制を整えている

〇
⼦どもの通院している医療機関、居宅介護⽀援事
業所等を把握している

㉕

移⾏⽀援として、保育所や認定こども
園、幼稚園、特別⽀援学校（幼稚部）等
との間で、⽀援内容等の情報共有と相互
理解を図っている

○
移⾏⽀援シートを⽤いて訪問して引継ぎを⾏って
いる。また、⼊園後に訪問を実施している。

㉖
移⾏⽀援として、⼩学校や特別⽀援学校
（⼩学部）との間で、⽀援内容等の情報
共有と相互理解を図っている

〇 該当者なし
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㉗

他の児童発達⽀援センターや児童発達⽀
援事業所、発達障害者⽀援センター等の
専⾨機関と連携し、助⾔や研修を受けて
いる

〇
市連協会議で情報交換をしたり、合同研修をした
りしている。

㉘
保育所や認定こども園、幼稚園等との交
流や、障害のない⼦どもち活動する機会
があるか

〇
離接保育園との交流、地域の⾏事に参加してい
る。

㉙
（⾃⽴⽀援）協議会⼦ども部会や地域の
⼦ども・⼦育て会議等へ積極的に参加し
ているか

○
太⽩区ネットワーク会議、東四郎丸ネットワーク
会議に参加している

㉚
⽇頃から⼦どもの状況を保護者と伝え合
い、⼦どもの発達の状況や課題について
共通理解を持っている

○
意識的に保護者と話す機会を作り共通理解に努め
ている。また、⽀援計画の内容を意識してやり取
りしている。

意識してやり取りしているが保護者の様⼦に合わ
せた伝え⽅を検討していけると良い。⽇々の療育
を⾏う中でもしっかりと保護者と⽀援計画の内容
について確認していきたい。

㉜
運営規程、利⽤者負担等について丁寧な
説明を⾏っている

○

㉝

児童発達⽀援ガイドラインの「児童発達
⽀援の提供すべき⽀援」のねらい及び⽀
援内容と、これに基づき作成された「児
童発達⽀援計画」を⽰しながら⽀援内容
の説明を⾏い、保護者から児童発達⽀援
計画の同意を得ている

○
⾯談⽇に保護者とやり取りを⾏い同意を得てい
る。

㉞
定期的に、保護者からの⼦育ての悩み等
に対する相談に適切に応じ、必要な助⾔
と⽀援を⾏っている

○
⾯談や、個別活動の時間、連絡ノートを活⽤し保
護者の思いをくみ取り職員間で共有してきた。

⼦どもの園での様⼦、家庭での様⼦を都度確認さ
せてもらいながら、⽇々の対応を保護者と⼀緒に
考えていきたい。

㊱

⼦どもや保護者からの相談や申⼊れにつ
いて、対応の体制を整備するとともに、
⼦どもや保護者に周知し、相談や申⼊れ
があった場合に迅速かつ適切に対応して
いる

○
要望が多くあるができる限り迅速に対応してい
る。また保護者の様⼦を気にかけ意識的に声をか
けてきた。

㊲
定期的に会報等を発⾏し、活動概要や⾏
事予定、連絡体制等の情報を⼦どもや保
護者に対して発信しているか

〇
園だより、クラス活動予定表を発⾏し、毎⽉のク
ラスミーティングで説明をしている

㊳ 個⼈情報の取扱いに⼗分注意している ○
個⼈情報に関わるものは施錠できるところに保管
している。

㊴
障がいのある⼦どもや保護者との意思の
疎通や情報伝達のための配慮をしている

○ 個々にあわせた対応を柔軟に考えていく。

㊵
事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等地
域に開かれた事業運営を図っている

〇
地域の⽅からの⾒学希望があった場合は⾒学を受
け⼊れている

地域住⺠を招待は⾏っていないが、地域の会議等
に参加してホームの活動や療育について発信して
いきたい。
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㊶

緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等を策定し、
職員や保護者に周知するとともに、発⽣
を想定した訓練を実施している

○

⽉１回⽕災、⽔防、地震、防犯、Jアラートに対応
した訓練を実施している、感染症対応に着いては
看護師の指導の下職員や保護者に研修を⾏い予防
に努める。

㊷
⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、
救出その他必要な訓練を⾏っている

○
定期的な訓練実施をすることで⼦どもも慣れス
ムーズに参加できる姿が⾒られている。

㊸
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作
等のこどもの状況を確認している

〇
⼊園前に健康管理カードに記⼊してもらい、把握
している。

㊹
⾷物アレルギーのある⼦どもについて、
医師の指⽰書に基づく対応がされている
か

〇
保護者の作ったお弁当を⾷べているため、給⾷等
の提供はしていない。⾷物アレルギーの確認をし
ている

㊺
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内
で作成しているか

○

㊻
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を
確保する等、適切な対応をしているか

○
研修において、対応⽅法を確認している。⽉1回、
虐待防⽌会議を⾏っている。

職員のセルフチェックリストを利⽤し職員の状況
把握をし、よりよい職場環境の保持に努める

※この「事業所における⾃⼰評価結果（公表）」は、事業所全体で⾏った⾃⼰評価です。
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